平成26年9月18日
TF事務局

TF幹事会のご報告およびロードマップ案の作成の依頼について

各学会・団体のみなさまにおかれましては、TF活動へのご協力ありがとうございます。ささっそくですが、9月17日に安岡代表幹事のもと、TF幹事会を開催し、我が国の現在の予算要求および宇宙政策委員会等の動きを踏まえた今年の活動について議論を行わせていただきました。この幹事会において、次のような形で今後の作業を行うことがご提案されましたので、次のとおり、ご報告ならび作業のご協力依頼をさせていただきたく、お願いいたします。　
なお、11月8日1３時半～17時に東大で開催させていただく方向で考えておりますTF全体会合の際に各学会・団体でご検討されたロードマップをご紹介いただくことともに、それらをロードマップWGでとりまとめ、宇宙政策委員会　基本政策部会へ提案させていただくようにしたいと考えております。　
このため、ロードマップ案につきましては、各学会・団体の承認手続きがあることは重々承知しておりますが、10月31日までにTF事務局までご提示いただけますと幸いです。いつも急なスケジュールで恐縮ですが、ユーザコミュニティの意見を発信していくのが重要な時期でありますので、ご理解の上、ご協力いただけますと幸いです。

１）ＴＦ幹事会の提言の提出：　添付の案を幹事会で確認中です。10月の初旬には、関係府省・宇宙政策委員会などに送付および必要なご説明を実施することを想定しております。

２）ロードマップＷＧの設置：　各学会・団体から提出されるロードマップをとりまとめる作業を行うＷＧの設置を考えております。ＷＧへの参加をお願いいたします。参加者のアサインを事務局までご連絡をお願いします。なお、幹事およびＷＧで優先順位付けなどの作業が必要と考えておりますが、どのように作業を進めるかは引き続き検討しておりあます。

３）ロードマップ案のご依頼：　TF幹事会の緊急提案（添付）および今回の提言でも言及しておりますとおり、平成30年以降の地球観測ミッションが明確になっていない状況です。この平成30年以降のミッションについて宇宙政策委員会基本政策部会でも議論される予定となっております。これに対して、産官学からなるユーザコミュニティであるＴＦとして、ＴＦ参加の各学会・団体からのボトムアップで必要なミッション、可能であれば観測システム【センサーなど】を記載したロードマップ案を作成されたものをロードマップＷＧでとりまとめ、当該政策部会などに提示していく必要があろうと思います。つきましては、10月末までにロードマップ案を各学会・団体でそれぞれのユーザニーズにもとづき検討していただき、提示していただくとともに、11月8日のTF全体会合でのご紹介をお願いしたいと考えております。
　なお、当該ロードマップ案の検討にあたっては、なぜ、そのような頻度で日本政府が税金を使って当該の地球観測ミッションの必要性などを明確にする必要があります。特に、広義の安全保障、科学技術、産業振興が宇宙のキーワードとなっていることをかんがみ、必要性を、具体的なこれまでの衛星を用いた成果を踏まえつつ、アピールしていく必要があります。この点のご留意をよろしくお願いいたします。
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